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第９章　昭和４６年度における阪神水道企業団恩給条例
　　　　の規定による恩給の年額の改定に関する条例

　
　

〇昭和４６年度における阪神水道企業団恩給条例
の規定による恩給の年額の改定に関する条例

制　定　昭和４６年１２月１４日条例第４号

（恩給条例の規定による恩給の年額改定）
第１条　昭和３５年３月３１日以前に退職し、若しくは死亡した阪神水道企業団恩給条例
（昭和２５年１２月条例第４７号。以下「恩給条例」という。）上の吏員又はこれらの者
の遺族に給する恩給条例の規定による退隠料、増加退隠料又は遺族扶助料（以下
「退隠料等」という。）については、その年額（増加退隠料にあつては、恩給条例
第３１条第２項の規定による加給の年額及び遺族扶助料にあつては、恩給条例第３９条
第３項の規定による加給の年額を除く。以下同じ。）を次の各号に掲げる年額に改
定する。ただし、増加退隠料については、その年額が恩給法の例により算出して得
た額を下ることはない。
⑴　昭和４６年１月分から同年９月分までにあつては、その年額の計算の基礎となつ
ている給料年額にそれぞれ対応する別表第１の仮定給料年額を退職又は死亡当時
の給料年額とみなし、恩給条例の規定によつて算出して得た年額
⑵　昭和４６年１０月分以降にあつては、その年額の計算の基礎となつている給料年額
にそれぞれ対応する別表第２の仮定給料年額を退職又は死亡当時の給料年額とみ
なし、恩給条例の規定によつて算出して得た年額

２　前項の規定は、昭和３５年４月１日以後に退職（在職中死亡の場合の死亡を含む。）
した吏員又はその者の遺族で、昭和４５年度における阪神水道企業団恩給条例の規定
による恩給の年額の改定に関する条例（昭和４５年１２月条例第５号。）第１条第２項
の規定により退隠料等の年額を改定されたものに給する退隠料等の年額について準
用する。
（職権改定）

第２条　この条例の規定による恩給年額の改定は、企業長が受給者の請求を待たずに
行なう。

附　則
この条例は、公布の日から施行し、昭和４６年１０月１日から適用する。
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別表１
 

仮定給料年額

恩給年額の
計算の基礎
となってい
る給料年噸

仮定給料年額

恩給年額の
計算の基礎
となってい
る給料年額

仮定給料年額

恩給年額の
計算の基礎
となってい
る給料年額

仮定結料年額

恩給年額の
計算の墓礎
となってい
る給料年額

円
１，５４３，０００

円
１，５１１，７００

円
７５６，０００

円
７４０，７００

円
３４８，４００

円
３４１，４００

円
１６５，８００

円
１６２，５００

１，５７１，６００１，５３９，８００７７６，４００７６０，７００３５６，９００３４９，６００１７０，４００１６６，９００

１，６２９，６００１，５９６，６００８１７，６００８０１，１００３６８，１００３６０，６００１７４，４００１７０，８００

１，６８７，６００１，６５０，４００８５８，９００８４１，５００３７８，８００３７１，２００１８０，０００１７６，４００

１，７１６，３００１，６８１，５００８６７，１００８４９，６００４００，５００３９２，４００１８３，４００１７９，７００

１，７４５，８００１，７１０，４００８９９，９００８８１，６００４０６，１００３９７，９００１８９，８００１８６，０００

　恩給年額の計算の基
礎となっている給料年
額が１６２，５００円未満の場
合、又は１，７１０，４００円を
超える場合においては、
その年額に１．０２０７を乗
じて得た額（その額に
５０円未満の端数がある
ときはこれを切り捨
て、５０円以上１００円未満
の端数があるときは、
これを１００円に切り上げ
るものとする。）を仮定
給料年額とする。

９４１，２００９２２，１００４２２，６００４１４，０００１９９，０００１９５，０００

９８２，６００９６２，７００４４４，６００４３５，５００２０８，７００２０４，５００

１，０２３，５００１，００２，８００４６８，９００４５９，４００２１８，１００２１３，７００

１，０４９，４００１，０２８，１００４８１，２００４７１，４００２２７，９００２２３，３００

１，０７７，０００１，０５５，２００４９３，０００４８３，０００２３７，４００２３２，６００

１，１３０，２００１，１０７，３００５１０，０００４９９，７００２４７，１００２４２，１００

１，１８３，９００１，１５９，９００５１９，８００５０９，３００２５３，３００２４８，２００

１，２１０，３００１，１８６，４００５４８，７００５３７，６００２５９，４００２５４，１００

１，２３７，１００１，２１２，０００５６３，０００５５１，６００２６６，５００２６１，１００

１，２９０，４００１，２６４，２００５７７，９００５６６，２００２７６，６００２７１，０００

１，３１４，８００１，２８８，１００６０６，７００５９４，４００２８５，２００２７９，４００

１，３４３，７００１，３１６，４００６３５，８００６２２，９００２９３，４００２８７，４００

１，３９７，０００１，３６８，７００６４３，４００６３０，３００３０３，１００２９７，０００

１，４５５，１００１，４２５，６００６６７，３００６５３，８００３１３，１００３０６，８００

１，４８５，０００１，４５４，９００７０１，４００６８７，２００３２３，９００３１７，３００

１，５１３，３００１，４８２，６００７３５，２００７２０，３００３３４，８００３２８，０００
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別表２

仮定給料年
額

恩給年額の
計算の基礎
となってい
る給料年額

仮定給料年
額

恩給年額の
計算の基礎
となってい
る給料年額

仮定給料年
額

恩給年額の
計算の基礎
となってい
る給料年額

仮定給料年
額

恩給年額の
計算の基礎
となってい
る給料年額

円
１，６７２，６００

円
１，５１１，７００

円
８１９，５００

円
７４０，７００

円
３７７，７００

円
３４１，４００

円
１７９，７００

円
１６２，５００

１，７０３，６００１，５３９，８００８４１，６００７６０，７００３８６，９００３４９，６００１８４，７００１６６，９００

１，７６６，５００１，５９６，６００８８６，３００８０１，１００３９９，０００３６０，６００１８９，０００１７０，８００

１，８２９，４００１，６５３，４００９３１，０００８４１，５００４１０，６００３７１，２００１９５，１００１７６，４００

１，８６０，５００１，６８１，５００９３９，９００８４９，６００４３４，１００３９２，４００１９８，８００１７９，７００

１，８９２，４００１，７１０，４００９７５，５００８８１，６００４４０，２００３９７，９００２０５，７００１８６，０００

　恩給年額の計算の基
礎となっている給料年
額が１６２，５００円未満の場
合、又は１，７１０，４００円を
超える場合においては、
その年額に１．１０６４を乗
じて得た額（その額に
５０円未満の端数がある
ときはこれを切り捨
て、５０円以上１００円未満
の端数があるときは、
これを１００円に切り上げ
るものとする。）を仮定
給料年額とする。

１，０２０，３００９２２，１００４５８，１００４１４，０００２１５，７００１９５，０００

１，０６５，１００９６２，７００４８１，９００４３５，５００２２６，２００２０４，５００

１，１０９，５００１，００２，８００５０８，３００４５９，４００２３６，４００２１３，７００

１，１３７，５００１，０２８，１００５２１，６００４７１，４００２４７，０００２２３，３００

１，１６７，５００１，０５５，２００５３４，４００４８３，０００２５７，３００２３２，６００

１，２２５，１００１，１０７，３００５５２，８００４９９，７００２６７，９００２４２，１００

１，２８３，３００１，１５９，９００５６３，５００５０９，３００２７４，６００２４８，２００

１，３１２，６００１，１８６，４００５９４，８００５３７，６００２８１，２００２５４，１００

１，３４１，０００１，２１２，０００６１０，３００５５１，６００２８８，９００２６１，１００

１，３９８，８００１，２６４，２００６２６，４００５６６，２００２９９，８００２７１，０００

１，４２５，２００１，２８８，１００６５７，７００５９４，４００３０９，２００２７９，４００

１，４５６，６００１，３１６，４００６８９，２００６２２，９００３１８，０００２８７，４００

１，５１４，３００１，３６８，７００６９７，４００６３０，３００３２８，６００２９７，０００

１，５７７，３００１，４２５，６００７２３，４００６５３，８００３３９，４００３０６，８００

１，６０９，７００１，４５４，９００７６０，３００６８７，２００３５１，１００３１７，３００

１，６４０，４００１，４８２，６００７９７，０００７２０，３００３６２，９００３２８，０００


